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１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
以

降
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
意

識
、
も
し
く
は
見
直
す
動
き
が
強
ま
っ

て
い
る
。
様
々
な
リ
ス
ク
へ
の
事
前
準

備
と
し
て
欠
か
せ
な
い
Ｂ
Ｃ
Ｐ
。
と
り

わ
け
水
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
大
量

に
水
を
必
要
と
す
る
工
場
や
大
型
施
設
、

医
療
施
設
な
ど
で
非
常
時
に
水
が
確
保

で
き
な
い
と
事
業
継
続
が
難
し
く
な
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
オ
フ
ィ
ス
で
も

生
活
用
水
を
備
蓄
し
て
お
か
な
け
れ

ば
、
断
水
時
に
施
設
機
能
を
維
持
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
想
定
さ
れ
る

大
規
模
地
震
に
伴
う
政
府
発
表
の
被
害

予
測
だ
と
、
首
都
直
下
型
地
震
で
は
１

都
３
県
で
３
～
５
割
が
断
水
、
公
共
水

道
の
復
旧
が
大
半
で
約
１
カ
月
か
か
り
、

さ
ら
に
南
海
ト
ラ
フ
沖
地
震
で
は
、
最

大
３
４
４
０
万
人
が
断
水
、
水
道
の
復

旧
に
最
長
２
カ
月
か
か
る
と
さ
れ
て
い

る
。
災
害
時
は
飲
料
水
の
確
保
よ
り
も
、

生
活
用
水
の
確
保
が
困
難
と
言
わ
れ
る
。

そ
れ
を
賄
う
大
量
の
水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
で
備
蓄
し
て
お
く
の
は
、
保
管

ス
ペ
ー
ス
や
そ
れ
を
運
ぶ
労
力
を
考
え

用
途
が
広
が
る
中
、
Ｒ
Ｏ
膜
ユ
ー
ザ
ー

の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

万
全
な
態
勢
で
膜
の
再
利
用
に
応
え
て

い
く
」。
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
ニ
ッ

チ
分
野
で
は
あ
る
が
、
水
事
業
に
長
年

携
わ
っ
て
き
た
高
度
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

技
術
を
生
か
す
新
事
業
と
し
て
、
ま
た

排
水
再
利
用
と
と
も
に
循
環
型
社
会
に

貢
献
す
る
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

嶋
村
社
長
も
同
事
業
に
か
け
る
思
い
は

強
い
。
災
害
に
強
い
持
続
可
能
な
水
イ

ン
フ
ラ
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
同
社
は
、

こ
れ
か
ら
も
水
処
理
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

と
し
て
人
々
の
よ
り
良
い
生
活
と
地
域

課
題
の
解
決
に
挑
む
。

ク
ル
技
術
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

す
で
に
現
地
で
の
展
示
会
を
通
じ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
は
、
上
下
水
処

理
を
集
落
や
施
設
単
位
で
で
き
る
「
小

規
模
分
散
型
水
循
環
シ
ス
テ
ム
」
が
高

い
関
心
を
集
め
て
お
り
、
今
後
の
展
開

に
向
け
大
き
な
弾
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
コ
ア
事
業
で
あ
る
地
下
水
・

排
水
再
利
用
ビ
ジ
ネ
ス
に
次
ぐ
新
た
な

事
業
と
し
て
Ｒ
Ｏ
膜
の
洗
浄
・
再
生
事

業
が
本
格
化
す
る
。
８
月
に
は
本
社
横

に
年
間
５
０
０
０
本
の
使
用
済
み
膜
の

洗
浄
と
性
能
試
験
が
可
能
な
工
場
が
完

成
。
自
社
プ
ラ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
他

社
プ
ラ
ン
ト
の
膜
洗
浄
も
積
極
的
に
受

託
し
て
い
く
予
定
で
、
す
で
に
本
稼
働

の
前
か
ら
膜
の
洗
浄
・
再
生
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
案
件
が

国
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
膜
は
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
水
を
綺
麗

に
す
る
だ
け
で
な
く
、
濃
縮
を
目
的
に

使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
目
詰
ま
り

を
起
こ
し
た
膜
は
従
来
現
地
で
の
簡
易

洗
浄
、
ま
た
は
交
換
が
必
要
だ
っ
た
が
、

条
件
を
満
た
し
た
膜
に
つ
い
て
は
当
社

の
洗
浄
技
術
で
再
利
用
が
可
能
。
膜
の

る
と
無
理
が
あ
る
。
そ
の
た
め
井
戸
を

掘
削
し
、
独
自
の
水
道
設
備
に
よ
る
自

己
水
源
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
は
、
災

害
時
の
断
水
対
策
と
し
て
有
効
な
手
段

な
の
だ
。
ま
た
地
下
水
を
普
段
の
上
水

道
利
用
と
併
用
す
る
こ
と
で
、
毎
月
の

水
道
代
を
削
減
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
。
歯
止
め
が
利
か
な
い
物
価

高
や
電
気
代
の
高
騰
な
ど
経
営
負
担
が

増
え
て
い
る
今
、
地
下
水
の
活
用
に
よ

る
浄
水
設
備
は
ま
さ
に
導
入
の
好
機
と

言
え
よ
う
。

　

病
院
や
工
場
、
ホ
テ
ル
、
大
型
商
業

施
設
な
ど
に
こ
れ
ま
で
１
３
０
０
基
以

上
の
創
水
プ
ラ
ン
ト
を
納
入
し
、
国
内

有
数
の
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
と

し
て
知
ら
れ
る
ゼ
オ
ラ
イ
ト
㈱
（
嶋
村

謙
志
社
長
）
に
は
、
こ
う
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

意
識
の
高
ま
り
で
、
地
下
水
を
利
用
し

た
水
の
供
給
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
。
最
近

は
常
設
型
の
浄
水
設
備
に
加
え
、
災
害

時
に
被
災
地
に
輸
送
で
き
る
コ
ン
テ
ナ

タ
イ
プ
の
可
搬
式
浄
水
設
備
「
ウ
ォ
ー

タ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
」
へ
の
注
目
度
も
高

ま
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
増
産
に
向
け

た
動
き
を
進
め
な
が
ら
、
災
害
対
策
へ

の
支
援
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。

　

近
年
は
第
二
水
源
と
し
て
、
基
準
値

以
下
の
水
質
に
処
理
し
た
事
業
所
排
水

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
独
自
技
術
に
も
熱

い
視
線
が
注
が
れ
る
。
最
近
で
は
限
外

ろ
過
（
Ｕ
Ｆ
）
膜
と
Ｒ
Ｏ
膜
を
用
い
た

排
水
回
収
技
術
を
駆
使
し
て
排
水
を
極

め
て
高
い
レ
ベ
ル
で
回
収
す
る
技
術
も

確
立
。
２
０
２
３
年
６
月
に
は
温
浴
排

水
を
温
水
の
ま
ま
浄
化
し
再
利
用
で
き

る
「
浴
場
排
水
浄
化
装
置
」
で
特
許
を

取
得
す
る
な
ど
、
独
自
の
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
を
強
み
に
排
水
再
利
用
ビ
ジ

ネ
ス
の
拡
大
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

特
に
水
資
源
に
乏
し
く
排
水
の
再
利

用
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
中
東
や
東

南
ア
ジ
ア
な
ど
で
は
、
同
社
の
リ
サ
イ

８月に完成するＲＯ膜の洗浄工場 病院や工場に納入している井水浄水設備

地
下
水
活
用
と
排
水
再
利
用
で

                

事
業
の
持
続
的
発
展
を

ゼ
オ
ラ
イ
ト
㈱

自家用創水設備でBCP対策

https://www.zeolite.co.jp/wakamizupro/

 

自
前
の
水
源
で
断
水
リ
ス
ク
を
回
避

 

分
散
型
水
道
が
海
外
市
場
で
熱
視
線

 

Ｒ
Ｏ
膜
の
洗
浄
事
業
が
ス
タ
ー
ト

温浴施設の排水回収装置


